
令和5年度策定　東町校区社協行動計画書 東町校区社会福祉協議会

基本理念 基本目標 分野 福祉課題 福祉課題の実情 具体的な取り組み（条件づくり） 校区社協としての取組

高齢者の孤立防止や社会参加

・実態把握が難しい
・各団体との横との繋がり（協力体制）が必要
・体力と健康への維持が難しい
・生活意欲を維持することが必要
・集いの機会が少ない
・移動手段の確保が難しい

・事業所関係との交流の機会を作る。（地域課題の把握）
・日頃からの見守り、声掛け運動を推進する。
・地域のサロン等の集いの場の存続と拡充を図る。
・買い物サポートや制度等の情報の周知を図る。

・町内毎に情報等を伝える場を設ける。
・日頃から見守り、声掛けを推進する。
・社協便りの作成を企画し、情報の提供
　に努める。

認知症高齢者に対する理解

・実態把握が難しい
・認知症への正しい理解ができていない
・認知症高齢者への対応方法が難しい

・関係機関と連携し、情報の共有を図る。
・認知症について学ぶ機会を設ける。
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障がい児・者に対する理解
・実態把握が難しい
・障がいへの正しい理解ができていない
・障がい児・者や家族への対応方法が分からない

・関係機関と連携し、情報の共有を図る。
・障がい者について学ぶ機会を設ける。
・相談窓口等の情報の周知を図る。

子ども、子育て家庭問題

・家庭の実態把握が難しい
・遊び場の確保、整備が必要
・放課後の居場所がない
・子育てに関する情報の発信、周知が必要

・関係機関との連携を図り、情報の共有を図る。
・校区内の遊び場を把握する。
・子育てサロンの活性化を図る。
・子育てに関する情報の発信、周知を図る。

子どもの人権（虐待・引きこもり・いじめ・
不登校など）

・関係機関との連携が必要

・学校との意見交換を図る。
・日頃からの見守り、声かけ運動を推進する。

災害に備える体制づくり
・要配慮者の実態把握が難しい
・避難所の周知と避難経路の確認が必要

・関係機関と連携し、情報の共有を図る。(災害時要援護者名簿の活
　用）
・避難所の周知を図る。（校区社協だよりの活用）

・自治会との協力体制を強化する。
・社協便りにて避難所を周知を図る。
　（回覧板を活用）

地域住民の意識づけ
・各家庭における日頃からの備えが必要
・近所付き合いが減っている

・災害に備えた日々の備えに対する周知を図る。
・防災について学びの場を設ける。（研修会）

・社協だよりにて災害に備えた日々の備
　えについて周知を図る。（回覧板を活
　用）
・防災士等による防災の勉強会を企画す
　る。

環境問題 ・ゴミ出しルールの確立、交通量や道路の改善が必要

・ゴミ出しルールの正確な情報を周知する。
・交通や道路の危険箇所に関しては、警察署等の関係機関へ情報の提
　供を行い、連携を図る。
・登下校時の安全見守りを継続する。

地域活動問題
・地域団体と役割の明確化が必要
・地域行事を開催する世話人が減っている
・地域団体役員の担い手が不足している

・各地域団体との連携を図り、情報の共有や検討の場を設ける。
・地域住民へ各団体の活動について啓発を行う。
・地域行事に関して企業との連携を図る。(「地域力パワーアップ大作
　戦」にて企業との連携を図り、支援者の発掘に努める。)
・行事等にて役員の担い手を発掘する。

・一般住民参加型の認知症についての勉
　強会を企画する。

・対応方法について一般住民参加型の勉
　強会を企画する。
・社協便りにて相談窓口等の情報の周知
　を図る。（回覧板を活用）

・チラシ等にて子育てサロンの周知を継
　続する。（年１回の子育ての集いの機
　会も活用）

・学校との意見交換の場を設ける。
・日頃からの見守り、声かけを推進す
　る。

・自治会との協力体制を図る。
・登下校の見守り安全を継続する。

・合同研修会を通じて各団体との連携を
　図る。（共有の確認）
・社協便りを活用して、各団体の活動内
　容を周知する。
・行事企画の際、企業（ファミーユ等）
　の活用を検討する。
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